
(1) 環磁市場新闘 2005年（平成 17年）夏季 【季刊】
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る
電
子
関
連
産
業
な
ど
電
カ
ク
ノ
は
、
業
務
を
拡
張
す
る

と
関
連
の
あ
る
地
場
産
業
と
こ
と
と
な
る
が
、
今
後
も
顧

の
関
わ
り
が
深
ま
る
こ
と
が
客
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
地
域

期
待
さ
れ
る
。
さ
ら
に
九
州
密
着
型
の
サ
ー
ビ
ス
を
強
化

は
南
部
と
北
部
の
営
業
所
に
し
て
い
く
方
針
に
変
わ
り
は

よ
り
、
今
よ
り
充
実
し
た
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
を
行
う
こ
と
が
で

き
、
さ
ま
ざ
ま
な
業
種
の
需

s
s
s
s
s
s
s
s
s

要
家
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
使
用
鹿
児
島
営
業
所

日
本
テ
ク
ノ
は
九
州
で
設
立
し
た
。
九
州
の
高
圧
電
請
求
を
多
数
う
け
て
お
り
‘
状
況
に
応
じ
た
電
気
料
金
の
鹿
児
島
県
鹿
児
島
市

の
拠
点
と
し
て
、
福
岡
営
気
需
要
家
の
方
々
は
「

E
s
こ
の
声
を
踏
ま
え
て
、
新
た
削
減
や
省
エ
ネ
に
よ
る
地
球
西
千
石
町
1
,
3
2

業
所
で
事
業
を
展
開
し
て
シ
ス
テ
ム
D
N
A
」
へ
の
関
な
展
開
と
し
て
南
九
州
に
あ
環
境
を
考
え
た
動
き
、
そ
し
ア
ク
サ
鹿
児
島
ビ
ル
5
F

い
た
が
、
今
後
は
さ
ら
に
、
心
が
高
く
、
福
岡
営
業
所
を
る
鹿
児
島
県
へ
営
業
所
を
開
て
低
価
格
で
高
品
質
な
電
気

九
州
の
事
業
活
動
の
拡
大
開
設
後
も
、
南
九
州
か
ら
日
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
保
安
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き

と
効
率
化
を
図
る
た
め
、
本
テ
ク
ノ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
そ
の
豊
か
な
農
林
水
産
業
る
見
込
で
あ
る
。

六
月
に
鹿
児
島
営
業
所
を
へ
の
問
い
合
わ
せ
や
資
料
の
や
高
度
化
が
進
め
ら
れ
て
い
こ
れ
に
よ
っ
て
、

九
州
地
方
へ
の
サ
ー
ビ
ス
充
実

日
本
テ
ク
ノ
鹿
児
島
営
業
所
開
設

日
本
テ
ク
ノ
は
、
九
州
地
方
で
の
サ
ー
ビ
ス
を
よ
り
多
く
の
お
客
様
へ
提
供
す

る
た
め
、
鹿
児
島
県
に
新
営
業
所
を
開
設
し
た
。
こ
れ
ま
で
福
岡
営
業
所
で
九
州

全
域
を
管
理
・
サ
ー
ビ
ス
し
て
い
た
が
、
今
後
は
よ
り
地
域
に
密
着
し
た
サ
ー
ビ

ス
を
強
化
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

電気事業法改jf (発電事業など新規参入の拡大）

①発電事業への新規参入拡大

②小売り事業への参入条件の整備

③料金規制などの見直し

電気事業審議会において、地域独占体制を続けてきた雹気事業の形が再検酎

され、電気事業法の大幅な改正が行われた。この改正により｀発電事業への新

規参入が拡大、発霞分野に競争が始まり、特定供給地点に対しての電力の小

売り市場への参入、電力供給のコストダウンのための料金規制の見直し、電力

会社による経営効率化を促す目標が掲げられた。

電気事業の促進のための規制緩和・制度改革
電気事業の高コストが経済構造改革の主要課題とされ｀電力会社の経営効率

化を加速し、電力小売り部門の競争を促進するための規制緩和・制度改革が

考えられ、 1997年7月より、電気事業審議会で制度について検討、 1999年1

月に電力小売り部門に競争原理導入の内容を盛り込んだ「基本答申」をまとめ、

同年 5月に電気事業法が改正。

霞気事業法施行により小売り市場の部分自由化

特別高圧で電気の供給を受けるオーナーが対象

この電力自由化対象は特別高圧のオーナーで、需要電力が2,000kW以上の

大規模ピルや工場など。この改正によって、 E本の電力小売り市場が部分的と

はいえ自由化され、特定規模電気事業者 (PPS)が新規参入し｀競争が本格化

した。
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高圧で電気の供給を受けるオーナー全てに

小売り自由化の範囲が拡大

電
力
取
引
所

H
本
で
も

市
場
取
引
開
始

.tt 豆• .、
．． 

現在の電気保安（こ疑問を感じた事はありませんか？

1. 自己責任原則のもと、

2. 緊急時の対応が不安。

月 1回の点検では不安。

し

3. 修繕箇所の指摘のみで直せないため不便。

4. なぜこんなに点検費用が高いのか不満。

5. 電気料金削減のアドバイス・コンサルティングがなく不満。
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6. 「電力自由化」と騒がれているが、 どのようにする事が今後得策か不明。

その庭向を、日本テクノが解決します。

電気保安も選択できます。 一度比較をしてみて下さい。
【お問い合わせ】 函0120-308-512

眠らない会社

日本テクノ株式会社
www.n-techno.co.Jp 
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電力自由化を日本経済新聞で勉強してみよう
本紙に掲載したすべての新聞記事は、日本経済新聞社の許可を得て掲載しています。

日本経済新聞より
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三井物産から
電カー括調達
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綽裟楓罫嚢覆毎拐直複匿痕蔦号
地域電力大手 斯規電力●翼書
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九州 北渇道 中部 近畿

100¾ の自由化について，
蜘を開給,:i.' "・ ―.、J.:紺

・コンピナート

・デバート
•総合病院

・中規揆工場

・スーパー
マーケット

・小規模工場

・中小ピル

I既存会社の料金、2割低下I

電力自臼化
2005年5月4日 日本経済新聞より

乏しい実感
電
力
自
由
化
の
範
囲
が
拡
大
し
て
い
る
°
四
月
か
ら
、
小
規
模
工
場
や
中
小
ピ
ル
な
ど

も
電
気
の
供
給
会
社
を
自
由
に
還
べ
る
よ
う
に
な
り
、
電
力
使
用
量
の
う
ち
六
四
％
は
自

由
化
範
囲
に
な
っ
た
。
た
だ
、
家
庭
用
は
自
由
化
が
先
送
り
さ
れ
て
お
り
、
個
人
利
用
者

に
と
っ
て
通
信
や
宅
配
便
に
比
べ
自
由
化
の
実
感
は
乏
し
い
。
自
由
化
の
「
恩
恵
」
は
個

人
利
用
者
に
も
広
が
る
の
だ
ろ
う
か
。

電
力
自
由
化
は
二

0
0
0

年
＿
―
-
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
最

初
の
対
象
は
大
規
模
な
工
場

や
デ
パ
ー
ト
な
ど
約
九
千
件

だ
け
だ
っ
た
。
こ
れ
以
降
、

自
由
化
の
範
囲
は
段
階
的
に

拡
大
。
家
庭
用
の
自
由
化
は

状
況
を
見
駆
め
た
う
え
で
、

0
七
年
四
月
か
ら
検
討
を
始

め
る
。
だ
が
、
自
由
化
で
新

規
に
誕
生
し
た
電
気
の
供
給

会
社
と
既
存
の
電
力
会
社
と

の
競
争
は
、
思
っ
た
よ
う
に

拡
大
し
て
い
な
い
。

最
大
の
要
因
は
、
電
力
使

用
量
が
少
な
い
利
用
者
向
け

ほ
ど
送
電
に
か
か
る
費
用
が

高
く
な
る
こ
と
。
大
量
の
電

気
を
使
う
コ
ン
ピ
ナ
ー
ト
な

ど
に
は
、
発
電
所
か
ら
電
圧

の
高
い
ま
ま
手
間
を
か
け
ず

に
供
給
で
き
る
。
し
か
し
、

小
口
の
利
用
者
向
け
に
は
、

減
庄
機
で
何
度
も
電
庄
を
下

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

発
電
所
で
作
っ
た
電
気
を

送
る
送
霞
網
は
電
力
会
社
が

送
電
費
用
、
最
大
の
ネ

持
っ
て
い
る
た
め
、
電
力
事

業
に
新
規
参
入
し
た
企
業
は

送
電
を
電
力
会
社
に
委
託
し

て
い
る
。
電
力
会
社
に
支
払

う
送
電
費
用
（
託
送
料
）
は

東
京
電
力
の
場
合
、
大
口
向

け
は
一
討
沼
時
当
た
り
ニ
・

五
七
円
。
四
月
か
ら
自
由
化

さ
れ
た
範
囲
の
顧
客
向
け
は

約
二
倍
の
四
・
八
九
円
に
跳

ね
上
が
る
。

電
力
会
社
の
電
力
料
金
は

基
本
料
金
の
ほ
か
に
、
使
用

量
に
応
じ
て
一
キ
0

噂
時
当
た

り
お
よ
そ
九
ー
十
一
円
が
加

わ
る
。
送
電
費
用
が
電
力
料

金
に
占
め
る
割

ッ
ク
汀

”iい

を
開
発
し
な
い

限
り
、
電
力
会
社
よ
り
大
幅

に
安
い
価
格
に
す
る
の
は
難

し
い
。電

力
会
社
は
「
託
送
料
は

送
電
に
か
か
る
費
用
を
公
正

に
算
出
し
た
も
の
で
、
電
力

会
社
も
同
じ
費
用
を
負
担
し

て
い
る
。
不
公
平
は
な
い
」

（
東
京
電
力
の
中
村
秋
夫
技

術
部
長
）
と
言
う
が
、
新
規

参
入
者
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル

に
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
企
業
規
模
の

て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
を
上

回
る
ペ
ー
ス
で
値
下
げ
が
進

ん
で
い
る
。

電
力
自
由
化
が
議
論
さ
れ

始
め
た
一
九
九
0
年
代
後
半

に
は
、
日
本
の
電
気
料
金
は

海
外
よ
り
二
割
程
度
高
い
と

い
わ
れ
て
い
た
。
た
だ
、
度

重
な
る
領
下
げ
に
よ
り
、
現

工
場
な
ど
に
比
べ
、
料
金
が

高
め
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、

自
由
化
後
に
新
規
事
業
者
へ

の
乗
り
換
え
が
最
も
多
く
進

ん
だ
。
電
力
会
社
は
こ
れ
ら

の
顧
客
を
引
き
戻
す
た
め
、

家
庭
用
や
工
業
用
よ
り
業
務

用
の
領
下
げ
蝠
を
大
き
く
し

て
い
る
。

小
さ
い
新
規
事
業
者
か
ら
す

れ
ば
、
一
件
で
大
量
の
電
力

を
使
う
大
口
利
用
者
の
方
が

小
口
の
利
用
者
よ
り
も
事
業

効
率
が
い
い
。
限
ら
れ
た
営

業
人
員
で
「
大
口
顧
客
を
中

心
に
営
業
す
る
状
況
は
、
自

由
化
範
囲
の
拡
大
後
も
変
わ

ら
な
い
」
（
新
規
事
業
者
、

エ
ネ
ッ
ト
の
森
勇
社
戻
）
と

い
う
側
面
も
あ
る
。

今
回
自
由
化
さ
れ
た
範
囲

の
利
用
者
よ
り
も
小
口
の
利

電
気
の
供
給
会
社
間
で
、

余
っ
て
い
る
電
気
を
や
り
取

り
す
る
「
日
本
卸
電
力
取
引

ー

所

」

の

取

引

が

四

月

に

始

ま

千
葉
環
市
原
市
の
市
原
バ
ワ
ー
は
新
規
事
業
者
向
げ
に
電
力
を
っ
た
。
電
源
を
有
効
に
活
用

供
給
す
る
発
電
所
を
稼
勤
さ
せ
た
（
三
井
造
船
の
事
業
所
内
）
＿
し
、
電
気
の
価
格
が
さ
ら
に
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自
由
化
が
始
ま
っ
て
か
在
は
平
均
す
る
と
米
国
や
ド
新
規
事
業
者
と
の
競
争
が

ら
、
電
力
会
社
は
ニ
ー
三
度
イ
ツ
よ
り
割
安
に
な
っ
て
い
高
止
ま
り
し
て
い
た
電
力
料

の
電
気
料
金
の
引
き
下
げ
を
る
と
み
ら
れ
、
電
気
料
金
は
金
を
引
き
下
げ
た
格
好
だ
。

実
施
し
た
。
自
由
化
前
に
比
自
由
化
後
に
劇
的
に
下
が
っ
自
由
化
の
目
的
の
一
っ
は
電

べ
て
電
気
料
金
は
お
よ
そ
二
て
い
る
。
気
料
金
の
引
き
下
げ
だ
っ
た

割
下
が
っ
て
い
る
。
火
力
発
特
に
下
げ
幅
が
大
き
い
の
だ
け
に
、
電
力
会
社
か
ら
は

電
所
の
燃
料
と
す
る
原
油
や
は
商
業
施
設
や
事
務
所
ピ
ル
「
自
由
化
の
成
果
は
上
が
っ

天
然
ガ
ス
の
価
格
が
上
昇
し
な
ど
業
務
用
の
分
野
。
従
来
、
た
」
と
の
声
も
あ
る
。

一
方
、
電
力

主
戦
場
は
業
務
川
鱈
汀

安
い
電
力
を
供

給
す
る
新
規
事
業
者
の
事
業

環
境
は
悪
化
す
る
。
電
力
業

界
で
、
電
力
会
社
は
依
然
と

し
て
ガ
リ
バ
ー
的
存
在
だ
。

電
力
会
社
に
よ
る
値
下
げ
は

経
営
規
校
の
小
さ
な
新
規
参

入
者
の
疲
弊
を
招
き
、
始
ま

っ
た
ば
か
り
の
競
争
の
停
滞

を
招
き
か
ね
な
い
。

用
者
で
あ
る
家
庭
向
け
は
、

送
電
に
さ
ら
に
手
間
が
か
か

る
。
自
由
化
さ
れ
た
場
合
に

は
、
も
っ
と
高
い
託
送
料
が

要
求
さ
れ
る
と
み
ら
れ
る
。

―
1
0
0七
年
以
降
に
全
面
自

由
化
さ
れ
て
も
、
強
い
価
格

支
配
力
を
持
つ
電
力
会
社
と

の
競
合
の
な
か
で
新
規
参
入

す
る
企
業
が
現
れ
、
通
信
や

宅
配
便
の
よ
う
に
競
争
が
進

む
か
ど
う
か
、
現
段
階
で
は

ま
だ
不
透
明
だ
。

安
く
な
る
と
期
待
さ
れ
て
い

る
。
た
だ
、
取
引
開
始
か
ら

一
カ
月
た
っ
て
も
一
日
の
取

引
量
は
電
気
使
用
量
の
O
.

0
四
％
（
四
日
受
け
渡
し
分
）

と
出
だ
し
は
低
調
だ
。

卸
電
力
取
引
所
に
は
翌
営

業
日
ま
で
の
電
力
を
取
引
す

る
「
ス
ポ
ッ
ト
市
場
」
と
一

カ
月
単
位
の
送
受
電
契
約
を

す
る
「
先
渡
し
市
場
」
が
あ

る
。
ど
ち
ら
の
市
陽
で
も
、

大
量
に
電
源
設
備
を
持
つ
咤

力
会
社
が
売
り
手
。
買
い
手

は
新
規
事
業
者
と
、
市
場
は

固
定
化
し
て
い
る
。

電
力
会
社
は
余
っ
た
電
気

を
安
い
価
格
で
大
量
に
供
給

す
れ
ば
、
新
規
事
業
者
に
自

ら
の
顧
客
を
奪
わ
れ
か
ね
な

い
。
“
敵
に
塩
を
送
る
”
こ
と

に
な
る
た
め
、
新
規
事
業
者

が
期
待
す
る
価
格
で
の
売
り

注
文
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
売

り
注
文
と
賓
い
注
文
が
二
極

化
し
、
折
り
合
わ
な
い
状
態

が
続
い
て
い
る
。

東
京
電
力
と
中
部
電
力
の

間
で
周
波
数
が
異
な
る
こ
と

も
取
引
を
成
立
し
に
く
く
し

て
い
る
。
陶
波
数
を
8
藤
す

る
設
備
に
空
き
が
な
い
と
｀

価
格
は
折
り
合
っ
て
も
取
引

は
成
立
し
な
い
。

取
引
所
は
取
引
が
適
正
か

を
監
視
す
る
機
能
を
設
け
て

い
る
が
、
ま
だ
様
子
を
見
て

い
る
段
階
だ
。
発
電
設
備
を

多
く
持
つ
新
日
本
製
鉄
や
J

パ
ワ
ー
（
電
源
開
発
）
な
ど

が
売
り
手
と
し
て
市
鳩
に
加

わ
れ
ば
、
今
後
、
多
様
性
の

あ
る
取
引
が
で
き
る
の
で
は

と
の
期
待
も
あ
る
。

今
年
の
四
月
一
日
か
ら
、
日
本
国
内
の
強
い
要
望
を
受
一
部
の
高
圧
受
電
の
小
売
り
設
す
る
こ
と
で
、
屯
力
取
引
よ
い
よ
珀
手
し
て
い
る
。
贋
ね
こ
加
考
i

の
固
字
R
L

工
場
や
中
小
ビ
ル
を
中
心
と
け
て
こ
れ
ま
で
泊
々
と
進
め
自
由
化
と
続
い
て
｀
第
三
の
の
環
境
を
整
え
た
新
た
な
事
待
さ
れ
て
始
ま
っ
た
電
力

4

す
る
高
圧
受
鼈
の
全
て
を
対
ら
れ
て
き
た
電
力
自
由
化

3

ス
テ
ー
ジ
を
迎
え
た
と
い
え
業
制
度
は
、
「
高
圧
受
電
全
売
り
市
場
だ
が
、
そ
の
後
の
卸
鼈
力
取
引
所
で
の
取
引

象
と
し
た
電
力
の
小
売
り
自
二

0
0
0年
の
特
別
高
圧
の
る
。
電
力
を
売
買
す
る
た
め
域
へ
の
自
由
化
拡
大
」
と
、
状
況
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
に
参
加
す
る
大
半
は
電
力
会

由
化
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
小
売
り
自
由
化
、

0
四
年
の
の
取
引
所
や
中
立
機
関
を
開
「
電
力
自
由
化
の
全
国
市
場
上
記
の
記
事
は
―
-
0
0五
年
社
と
新
規
事
業
者
の
い
わ
ば

化
」
を
主
眼
に
お
い
て
進
め
五
月
四
日
の
日
本
経
済
新
間
供
給
元
同
士
の
顔
ぶ
れ
と

ら
れ
る
。
電
力
小
売
り
事
業
よ
り
。
卸
電
力
取
引
所
で
の
な
っ
て
い
る
。
立
場
で
言
う

に
民
間
企
業
が
参
入
し
、
電
電
力
取
引
開
始
か
ら
こ
れ
ま
と
、
大
量
発
電
が
可
能
な
電

カ
市
場
の
活
性
化
を
狙
う
と
で
の
市
場
の
動
き
が
伝
え
ら
力
会
社
が
売
り
手
で
、
新
規

い

う

、

自

由

化

の

本

題

と

も

れ

て

い

る

。

事

業

者

が

貿

い

手

。

四

月

に

い

え

る

制

度

の

具

現

化

に

い

取

引

を

開

始

し

て

以

来

、

こ

l

'
,

〗
噂
鱈
鱈
[
[

取
引
形
態
に
多
様
化
が
見
ら

記
事
で
は
、
当
初
電
力
取
引
に
期
待
さ
れ
て
い
た
価
格
競
れ
て
い
な
い
。
電
力
会
社
同

争
や
参
加
者
の
多
様
化
が
う
ま
く
進
ん
で
い
な
い
と
し
て
様
に
新
規
事
業
者
も
売
り
手

い
る
。
具
体
的
に
佃
が
原
因
と
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
に
回
る
よ
う
に
な
る
と
、
価

格
繋
が
発
展
し
活
発
な
市

送

電

費

用

今

後

こ

の

仕

組

み

を

見

直

場

に

な

る

は

ず

だ

。

今

後

、

取
引
所
で
電
力
売
買
が
成
さ
な
け
れ
ば
、
さ
ら
な
る
市
多
彩
な
顔
ぶ
れ
の
新
規
事
業

立
し
た
場
合
、
電
力
を
顧
客
場
の
活
発
化
は
実
現
で
き
な
者
の
参
入
が
増
加
す
る
こ
と

に
送
る
た
め
に
送
配
電
設
備
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
で
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
始
め
て

を

使

う

。

送

電

網

を

含

め

、

そ

い

る

市

場

に

変

化

が

現

れ

る

の
設
備
は
従
来
の
鼈
力
会
社
国
門
油
5
郎
奴
亦
久
嬌
5

こ
と
を
期
待
す
る
。

戸
口
＝
畠
口
言
:
:
』

託
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
存
在
し
て
い
る
。
こ
れ
は
明

そ
の
際
、
電
力
会
社
が
新
規
治
時
代
に
日
本
に
電
気
が
導
市
場
取
引
が
低
迷
し
て
い

書
の
利
用
を
意
図
的
に
入
さ
れ
た
際
、
発
置
の
輸
る
と
は
い
え
、
や
は
り
咆
気

妨
害
し
な
い
よ
う
に
監
視
す
入
を
東
京
で
は
ド
イ
ツ
か
ら
‘
料
金
値
下
げ
の
期
待
は
大
き

る
中
立
機
関
が
設
置
さ
れ
て
大
阪
で
は
ア
メ
リ
カ
か
ら
し
い
。
実
際
に
は
市
場
取
引
は

い
る
が
、
問
題
は
鼈
力
会
社
た
た
め
、

二
種
類
の
周
波
数
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
な
の

に
支
払
う
送
電
賀
用
な
の
が
現
任
も
残
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
そ
も
そ
も
高
圧
受
咆
の

だ
。
送
電
費
用
は
東
京
電
力
だ
。
こ
の
束
西
の
周
波
数
の
需
要
家
の
立
場
に
立
て
ば
‘

の
場
合
‘

一キロ
吃
時
あ
た
り
違
い
が
、
円
消
な
電
力
取
引
小
売
り
自
由
化
の
利
点
は
、

四
・
八
九
円
ぷ
国
力
会
社
の
を
難
し
く
し
て
い
る
。
ど
こ
か
ら
電
気
を
買
う
の
か

電
力
料
金
は
基
本
料
金
の
ほ
電
力
取
引
の
市
場
を
全
国
を
選
べ
て
、
よ
り
安
く
価
格

か
に
、
使
用
量
に
応
じ
て
一
規
模
に
発
展
さ
せ
る
に
は
、
交
渉
で
き
る
と
こ
ろ
に
あ

キa
已
時
あ
た
り
九
ー
十

一
円
周
波
数
の
変
換
が
重
要
な
ポ
る
。
今
ま
で
は
ど
こ
か
ら
買

の
送
電
贅
が
す
で
に
加
わ
っ
イ
ン
ト
と
な
る
。
周
波
数
の
う
か
を
選
択
す
る
余
地
な
ど

て
い
る
も
の
。
送
電
費
用
は
変
換
は
｀
各
地
に
あ
る
変
鼈
な
く
、
そ
の
地
域
の
電
力
会

電
力
料
金
の
大
き
な
部
分
を
所
が
所
有
し
て
い
る
周
波
数
社
か
ら
決
め
ら
れ
た
値
段
で

占
め
て
い
る
。
新
規
参
入
の
変
換
装
屈

(
F
C
)
を
経
由
電
気
を
買
う
し
か
な
く
‘
電

業
者
が
価
格
で
従
来
の
電
力
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
が
、
現
気
料
金
は
電
気
節
約
な
ど
の

会
社
に
対
抗
す
る
に
は
、
相
在
こ
の

F
C
の
変
換
容
羅
が
方
法
で
し
か
削
減
す
る
術
が

当
に
安
い
電
源
を
開
発
し
｀
足
り
て
い
な
い
状
況
だ
。
仮
な
か
っ
た
。
市
場
取
引
が
開

電
力
自
体
を
電
力
会
社
よ
り
に
東
西
を
ま
た
ぐ
電
力
取
引
始
さ
れ
た
こ
と
で
、
今
ま
で

も
大
幅
に
低
価
格
に
し
な
け
で
価
格
に
折
り
合
い
が
つ
い
の
電
力
会
社
で
も
、
隣
の
地

れ
ば
難
し
い
と
い
う
こ
と
に
た
と
し
て
も
、
周
波
数
を
変
域
の
電
力
会
社
で
も
、
新
規

な
る
。
こ
の
よ
う
な
面
で
、
新
換
す
る
装
罹
に
空
き
容
量
が
事
業
者
か
ら
で
も
、
好
き
な

規
参
入
業
者
は
比
較
的
不
利
な
い
場
合
、
売
買
を
成
立
さ
供
給
元
が
選
べ
る
。
ど
こ
か

な
立
場
に
立
た
さ
れ
て
お
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新
ら
電
力
を
購
入
す
る
か
は
、

り
、
こ
れ
が
電
力
会
社
と
新
制
度
の
目
標
の
―
つ
で
も
あ
ど
う
電
気
料
金
を
削
滅
し
て

規
業
者
と
の
競
争
活
発
化
を
る
全
国
市
場
化
に
は
、
周
波
い
く
か
を
考
え
る
こ
と
と
つ

阻
ん
で
い
る

一
因
と
な
っ
て
数
変
換
施
設
の
強
化
が
必
要
な
が
っ
て
い
る
と
言
っ
て
も

い

る

の

だ

。

不

可

欠

と

な

る

だ

ろ

う

。

い

い

。

セ
プ
ン
ー
イ
レ
プ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
三
井
物
産
を
通
じ
て
電
力
の
一

ニ
ス
ス
ト
ア
は
電
力
各
社
に
と
っ

M
堡
佼
の
需
要
格
差
を
埋
め
る
役
割
が
部
、
北
海
道
な
ど
に
対
象
店
寧
を
ま
た
い
だ
一
括
契
約
も
四
月
の
規
制
緩
和
で
は
、

舗
を
段
陪
的
に
広
げ
、

全
H
検
討
し
て
お
り
、
一
万
店
の
電
力
小
亮
り
自
由
化
の
対
象

一
万
店
の
電
力
調
連
を
物
産
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
が
、
従
来
の
契
約
電
力
五
百

括
調
連
に
乗
り
出
す
。
四
月
の
電
力
小
売
り
自
由
化
拡
大
を
受
け
、
新
た

i

大
き
い
。
全
国
一
万
店
の
コ
ン
ピ
ニ
最
大
手
が
一
括
調
連
に
動
く
こ
と

に
委
託
す
る
。
セ
プ
ン
イ
レ
し
て
さ
ら
に
有
利
な
条
件
を
ゞ
屯
以
上
か
ら
、
五
十
キ
D

屯

に
電
力
小
売
り
を
始
め
る
三
井
物
産
か
ら
低
価
格
の
電
力
を
講
入
す
ニ
で
電
力
各
社
の
供
給
体
制
に
も
影
響
を
与
え
そ
う
だ
。
（
電
力
小
売
り
自

プ
ン
全
店
で
使
用
す
る
電
力
引
き
出
す
狙
い
。
以
上
の
小
規
模
小
売
店
な
ど

る
。
五
月
下
旬
に
九
州
で
切
り
誓
え
、
中
部
、
近
畿
地
区
な
ど
に
拡
大
、
五
~
由
化
は
3
面

「き
ょ
う
の
こ
と
ば
J
参
照
）

％
の
逗
石
出
雰
d
見
込
む
。
夜
間
の
電
力
利
用
彦
い
コ
ン
ピ
ニ
エ
ン~

量
は
年
間
約
十
七
億
亭
伐
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
や
、
フ
に
広
が
っ
た
。
n
ン
ピ
ニ
は

は
一
店
舗
当
た
り
二
百
万
円
時
、
電
力
料
金
は
二
百
八
十
ァ
ミ
リ
ー
レ
ス
ト
ラ
ン
の
デ
五
十
ギ
ロ
戌
未
満
の
契
約
が
大

程
度
の
設
傭
投
資
額
を
負
担
億
円
。
契
約
電
力
の
切
り
誓
ニ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
な
ど
ヨ
ー
半
だ
っ
た
が
、
セ
プ
ン
イ
レ

す
る
代
わ
り
に
、
低
圧
か
ら
え
で
ま
ず
五
％
の
電
気
料
金
力
堂
グ
ル
ー
プ
の
年
間
電
カ
プ
ン
が
割
安
な
五
十
キ
9

戌
以

高
契
約
へ
の
切
り
嘘
え
に
削
減
を
見
込
む
。
料
金
は
五
百
二
十
億
円
超
。
上
の
契
約
に
切
り
蟄
え
る
こ

1
嗅
謀
経
費

5
％
削
減

三
井
物
産
が
セ
プ
ン
イ
レ
通
じ
て
割
安
な
高
圧
契
約
に
よ
っ
て
生
じ
る
ニ
ー
三
割
の
三
井
物
産
は
当
面
、
各
地
三
井
物
産
は
セ
プ
ン
イ
レ
プ
と
で
、
ロ
ー
ソ
ン
や
フ
ァ
ミ

プ
ン
各
店
に
変
電
設
備
を
設
切
り
替
え
る
。
六
千
六
百
f
電
力
料
金
の
差
額
か
ら
一
定
域
の
大
手
電
力
か
ら
飼
連
す
ン
と
の
電
力
取
引
を
手
掛
け
リ
ー
マ
ー
ト
な
ど
コ
ン
ピ
ニ

置
し
、
九
州
電
力
な
ど
各
地
の
高
圧
電
力
を
店
舗
に
付
設
の
マ
ー
ジ
ン
を
渇
る
。
る
が
、
今
後
は
価
格
や
条
件
る
こ
と
で
、
ヨ
ー
カ
堂
グ
ル
各
社
で
も
電
カ
コ
ス
ト
削
減

域
の
発
電
事
業
者
か
ら
調
達
し
た
変
電
器
で
百
ー
ニ
百
屯
セ
プ
ン
イ
レ
プ
ン
は
九
州
に
応
じ
て
調
達
先
を
遺
別
す
ー
プ
全
体
へ
の
電
カ
一
括
供
へ
向
け
た
調
連
方
法
の
見
直

し
た
電
力
を
販
売
す
る
。

一―
ー
に
変
圧
し
利
用
す
る
。
物
産
地
区
を
皮
切
り
に
近
畿
、
中
る
。
特
定
の
電
力
会
社
と
地
給
も
受
託
し
た
い
考
え
。
し
が
進
み
そ
う
だ
。

井
物
産
が
国
内
で
電
力
小
売

事
業
を
手
が
け
る
の
は
初
め

て。
セ
プ
ン
イ
レ
プ
ン
の
店
舗

は
現
在
、
地
域
の
電
力
大
手

と
、
家
庭
用
と
同
じ
五
十
キ
ロ

屯
未
満
の
低
圧
契
約
を
結
ん

で
い
る
。
四
月
か
ら
契
約
電

カ
五
十
が
浮
以
上
が
自
由
化

さ
れ
た
た
め
、
三
井
物
産
を

I余剰電力の市場取引低調／

売買主体か固定化

電
力
自
由
化
を

う
ま
く
利
用

ン
各
店
舗
に
閲
圧
変
電
設
備

を
設
置
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

セ
ブ
ン
イ
レ
プ
ン
の
受
電
を

事
実
上
の
高
圧
受
電
区
分
へ

上
記
は
―

1
0
0五
年
五
月
変
更
し
た
。
「
セ
ブ
ン
イ
レ

八
日
の
日
本
経
済
新
聞
の
記
プ
ン
は
三
井
物
産
を
通
じ
、

事
よ
り
。
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
従
来
の
電
力
会
社
か
ら
よ
り

が
、
電
力
小
売
り
に
参
入
し
も
低
価
格
で
電
気
の
調
達
を

た
三
井
物
産
を
通
じ
て
の
電
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

カ
一
括
調
達
に
乗
り
出
し
た
な
っ
た
」
と
い
う
の
が
こ
の

こ
と
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
の
仕
組
み
で
あ
る
。

セ
プ
ン
イ
レ
ブ
ン
の
各
店
舗
一
万
店
分
の
経
費
が
五
％
削

は
低
圧
受
電
区
分
だ
っ
た
た
減
と
い
う
の
だ
か
ら
、
低
圧

め
、
現
状
で
は
電
力
小
売
り
受
電
か
ら
高
圧
受
電
に
変
更

が
認
可
さ
れ
て
お
ら
ず
、
電
し
て
ま
で
の
メ
リ
ッ
ト
は
大

気
を
新
規
参
入
事
業
者
の
特
き
い
。
こ
う
し
た
電
力
自
由

定
規
模
電
気
事
業
者

(
p
p
化
を
う
ま
く
利
用
し
た
電
気

s)
か
ら
調
達
す
る
こ
と
は
料
金
削
減
サ
ー
ビ
ス
が
今
後

で
き
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
広
が
り
を
見
せ
る
か
も
し
れ

三
井
物
産
が
セ
プ
ン
イ
レ
プ
な
い
。

ESシステム
DNAはデマンド値

の監視・警報機能に

より電気料金の削減を実

現します。もちろん大切な

電気設備を24時間監視し、

警報時には的確で迅速な

対応・点検を実施致します。

ESシステムDNAなら大丈夫。

年間使用電気量
実績データ取得

24時間
電気設備監視

電力購入をするには、お客様の設備で年間どれくらいの

電力を使用しているかを詳しく示したデマンドデータを

電気供給側に提出することが望まれます。

ESシステムDNAはこのデマンド値監視機能を備えた、

電力自由化完全対応の24時間電気設備監視装置です。

圧電気設備保証付き ESシステムDNA

ー、お客様設備内で事故や故障が発生してしまった場合、

気設備保証サービスを提供させていただきます。



(3) 環壌巾場新圃 2005年（平成 17年）夏季 【季刊】

今
月
一
日
に
発
足
し
た
電

カ
の
卸
取
引
市
場
の
取
引
が

低
調
だ
。
平
均
の
取
引
高
は

一
日
約
四
十
五
万
キ
ロ
噂
時
に

と
ど
ま
り
、
全
国
の
一
日
平

均
の
電
気
の
利
用
量
の

O
.

0
二
％
に
も
満
た
な
い
。
取

引
価
格
も
高
止
ま
っ
て
お

り
、
電
力
の
有
力
な
調
達
先

と
期
待
し
た
新
規
参
入
者
に

は
失
望
が
広
が
っ
て
い
る
。

取
引
所
酋
脳
か
ら
は
早
く
も

取
引
制
度
見
直
し
の
声
が
あ

が
っ
て
い
る
。

一
カ
月
単
位
で
送
受
軍
の

E

S
シ
ス
テ
ム

D
N
A

(
D
N
A
)
は
、
鼈
力
需
要

家
が
「
コ
ス
ト
意
識
を
高
め

て
、
屯
気
料
金
を
節
約
す
る

た
め
」
の
デ
マ
ン
ド
監
視
・

篇
器
で
あ
る
。
鼈
気
使
用

量
を
常
に
監
視
し
、
使
用
量

が
目
標
と
す
る
値
を
超
え
た

と
き
、
デ
マ
ン
ド
警
報
と
し

て
音
声
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
パ

ト
ラ
ン
プ
の
作
動
も
し
く
は
、

ユ
ー
ザ
ー
の
指
定
連
絡
先
へ

自
動
音
声
に
て
伝
え
、
ユ
ー

ザ
ー
が
不
要
機
器
（
節
電
対

象
機
器
）
の
電
源
を
自
ら
切

る
こ
と
で
、
従
業
員
の
コ
ス

ト
意
識
も
向
上
し
、
デ
マ
ン

ド
値
（
最
大
需
要
電
力
）
を

超
え
る
前
に
超
過
使
用
電
力

を
断
ち
、
契
約
電
力
の

u
p

を
防
ぐ
機
能
を
持
つ
装
置
で

あ
り
、
そ
れ
と
同
時
に
電
力

量
を
減
ら
す
こ
と
に
よ
り
、

電
力
を
作
る
た
め
の
燃
料
か

ら
放
出
さ
れ
る
C
o
2
削
減

言はESシステムDNA
I デマンド監視・警報機能 I 

省
エ
ネ
と

電
気
料
金

削
減
を
実
硯

価格高止まり取引低調

大手ゴルフ
用品販売

：木ゴル9

契
約
を
結
ぶ
「
先
渡
し
市
場
」

で
は
取
引
初
日
の
一
件
し
か

取
引
が
成
立
し
て
い
な
い
。

一
カ
月
間
同
じ
電
力
量
を
や

り
取
り
す
る
取
引
は
使
い
に

く
く
、
買
い
注
文
が
少
な
い

状
態
が
続
い
て
い
る
。

翌
掌
業
日
ま
で
の
電
力
を

取
引
す
る
「
ス
ポ
ッ
ト
市
場
」

ぱ
電
力
需
要
の
少
な
い
土
、

日
濯
曰
を
除
く
と
、
電
力
需

要
の
多
い
午
後
一
ー
四
時
の

平
均
成
約
価
格
が
一
訂
噂
時

あ
た
り
八
ー
十
円
台
で
取
引

さ
れ
て
い
る
。
新
規
参
入
者

新規参入者には失望も

卸
電
力
取
引
開
始
2
週
間

始
ま
っ
た
ば
か
り
の
市
場
取
引

今
後
の
発
展
に
期
待

―
1
0
0五
年
四
月
十
六
日
て
、
早
い
段
階
の
電
力
市
場
き
が
あ
る
た
め
。
取
引
は
、
は
そ
の
電
力
で
顧
客
を
獲
得
社
よ
り
も
安
い
電
力
で
勝

の
日
本
経
済
新
聞
。
高
圧
受
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
た
電
力
会
社
が
売
り
手
で
新
規
し
て
い
く
形
に
な
る
た
め
、
負
し
た
い
と
こ
ろ
。
ま
だ

電
の
小
売
り
が
全
面
自
由
化
が
、
取
引
開
始
後
｀
様
々
な
発
電
事
業
者
が
買
い
手
、
と
電
力
会
社
に
し
て
み
れ
ば
ラ
ま
だ
仕
組
み
改
善
の
必
要

さ
れ
、
日
本
卸
電
力
取
引
所
問
題
が
浮
上
し
て
き
た
。
そ
い
う
形
が
大
半
を
占
め
て
い
イ
バ
ル
の
利
益
獲
得
に
力
を
が
あ
り
そ
う
だ
が
、
始

で
取
引
が
開
始
さ
れ
て
約
一

一
の
―
つ
は
取
引
成
立
数
が
少
る
。
電
力
会
社
が
、
新
規
事
貨
す
こ
と
に
な
る
。
電
力
会
ま
っ
た
ば
か
り
の
市
場
、

週
間
後
の
記
事
。
諸
外
国
に
な
い
こ
と
。
原
因
は
電
力
取
業
者
が
希
望
す
る
よ
う
な
低
社
の
発
電
規
模
を
超
え
る
の
今
後
新
規
参
入
も
増
え
て

比
べ
て
電
力
自
由
化
導
入
が
引
で
の
売
り
手
と
買
い
手
の
価
格
で
電
力
を
売
り
に
出
し
が
現
状
で
は
困
難
な
新
規
事
さ
ら
に
発
展
す
る
可
能
性

遅
れ
て
い
た
日
本
に
と
っ
希
望
価
格
の
差
に
大
き
な
開
て
し
ま
う
と
、
新
規
事
器
奢
業
者
に
と
っ
て
は
、
電
力
会
は
十
分
に
あ
る
。

.̀
 

が
足
り
な
い
電
力
を
電
力
会

社
か
ら
直
接
買
う
場
合
の
購

入
価
格
が
約
八
円
と
み
ら
れ

て
お
り
、
取
引
所
を
通
じ
て

調
達
す
る
経
済
的
な
メ
リ
ッ

ト
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

電
力
の
卸
る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

取
引
を
す
る
た
だ
、
電
力
会
社
は
安
い

日
本
卸
電
力
価
格
で
余
剰
電
力
を
市
場
に

取
引
所
（
東
供
給
す
る
と
、
自
ら
の
顧
客

京
・
港
）
は
を
競
合
す
る
新
規
参
入
者
に

電
力
会
社
や
奪
わ
れ
か
ね
な
い
。
こ
の
た

新
規
参
入
者
め
、
実
際
の
取
引
で
は
、
売

が
共
同
で
中
り
注
文
と
買
い
注
文
の
価
格

間
法
人
と
し
差
が
大
き
く
、
取
引
が
成
立

て
設
立
し
し
に
く
く
な
っ
て
い
る
。

た
。
発
電
能
新
規
参
入
者
の
多
く
は

力
に
余
裕
が
「
現
状
で
は
、
ほ
と
ん
ど
取

あ
る
電
力
会
社
な
ど
が
電
源
引
の
魅
力
は
な
い
」
と
し
て

の
不
足
す
る
新
規
参
入
者
な
い
る
。
取
引
所
の
菅
野
明
理

ど
に
電
力
を
供
給
す
る
場
と
事
長
は
「
こ
の
ま
ま
の
状
態

し
て
有
効
に
機
能
す
れ
ば
、
を
棚
さ
ら
し
に
は
で
き
な

電
源
の
有
効
活
用
や
電
力
の
い
」
と
、
商
品
設
計
を
見
直

小
売
料
金
の
低
下
に
つ
な
が
す
考
え
を
示
し
て
い
る
。

わ
ず
か
な
貪
畢
盟
効
癸

E
S
シ
ス
テ
ム
D
N
A
で

0"年
夏
季
二

H
ガ
円
割
減

も

可

能

で

、

地

球

環

境

に

ゃ

用

の

機

械

は

何

台

か

あ

る

が

、

な

さ

し

い

業

務

を

行

う

こ

と

が

す

べ

て

を

立

ち

上

げ

て

作

業

し

か

し

、

D
N
A
の
デ
マ

で

き

る

。

す

る

こ

と

は

な

く

、

た

ま

た

ン

ド

監

視

・

警

報

機

能

に

よ

電
力
会
社
は
電
力
需
要
家
鉄
鋼
業
を
営
む
会
社
に
電
ま
、
数
時
間
す
べ
て
の
機
械
り
、
電
気
の
使
用
鼠
が
設
定

設
備
に
設
躍
し
た
デ
マ
ン
ド
気
料
金
の
削
減
の
相
談
を
受
が
稼
動
し
て
い
た
こ
と
に
よ
値
を
超
え
そ
う
に
な
っ
て
も
、

メ
ー
タ
ー
に
よ
っ
て
デ
マ
ン
け
、
電
力
診
断
書
を
出
し
て
り
、
超
過
分
を
含
ん
だ
電
カ
ユ
ー
ザ
ー
ヘ
警
報
し
て
、
知

ド
値
を
計
量
・
記
録
す
る
。
み
た
と
こ
ろ
、
最
大
需
要
電

蛍
が
契
約
電
力
と
な
っ
た
。
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
気

デ
マ
ン
ド
値
は
、
「
二
十
分
力
で
決
ま
る
契
約
電
力
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
超
過
電
力
づ
く
こ
と
が
難
し
い
無
駄
な

間
の
平
均
電
力
量

」
を
記
月
ご
と
の
平
均
使
用
電
力
に

屋
を
1
年
問
も
電
気
料
金
と
電
気
の
使
い
過
ぎ
を
抑
え
る

録
す
る
が
、

D
N
A
は
、
さ

二
十
キ
ロ
臼
近
く
の
差
が
あ
る
し
て
使
用
す
る
こ
と
に
な
り
、
こ
と
に
成
功
し
た
。
結
果
、

ら
に
細
か
く
一
分
単
位
で
計
こ
と
が
判
明
し
た
。
原
因
を
現
状
の
使
用
電
力
と
―

-+
キ
ロ
電
気
料
金
を
約
二
十
五
％
削

測
ユ
ー
ザ
ー
の
使
用
で
き
探
っ
て
い
く
と
、
鉄
鋼
作
業
⑰
も
の
差
が
で
き
て
し
ま
っ
減
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

る
デ
マ
ン
ド
値
を
予
測
・
設

定
し
、
そ
の
設
定
値
を
超
え

て
一
分
経
過
し
た
場
合
、
ユ

ー
ザ
ー
に
節
電
対
象
機
器
の

鼈
源
を
落
と
し
て
も
ら
う
た

め
に
パ
ト
ラ
ン
プ
で
の
警
報

を
出
し
、
そ
の
後
‘
何
ら
か

の
事
情
に
よ
り
節
電
が
さ
れ

ず、

二
分
が
経
過
し
て
し
ま

っ
た
場
合
、
自
動
音
声
発
信

機
能
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
指

定
の
連
絡
先
へ
発
信
が
行
わ

れ
る
。

も
負
担
は
少
な
い
。
一
咋
年

は
冷
夏
、
咋
年
は
猛
暑
だ
っ

二
木
ゴ
ル
フ
は
二
0
0
四
年
夏
に
全
国
六
十

一
店
舗

た
が
、
対
前
年
比
二
百
万
円

の
う
ち
二
十
六
店
舗
に
E
S
シ
ス
テ
ム
D
N
A
を
導
入
、

の
削
減
を
達
成
で
き
た
。
こ

大
福
な
電
気
料
金
削
減
に
成
功
し
た
。

同
社
に
よ
る
と
、

0
四
年
し
、
体
感
温
度
や
お
客
様
の
れ
は
、

D
N
A
に
よ
っ
て
室

七
月
か
ら
九
月
ま
で
の
夏
季
反
応
に
合
わ
せ
て
設
定
を
随
温
を
涸
正
に
保
っ
た
こ
と
で
、

――
―ヶ
月
間
に
お
け
る
電
気
料
時
上
下
さ
せ
て
い
た
。

D
N
電
気
料
金
も
適
正
金
額
に
近

金
の
削
減
効
果
は
、

E
S
シ

A
導
入
後
は
、
電
気
料
金
が
づ
け
る
こ
と
が
で
き
た
と
言

ス
テ
ム
D
N
A
(
D
N
A
)

上
が
る
予
告
を
し
て
く
れ
る
え
る
。

を
導
入
し
た
二
十
六
店
舗
の
の
で
、
デ
マ
ン
ド
警
報
が
あ
「
導
入
直
後
で
、
初
め
て

合
計
で
、
前
年
比
お
よ
そ
二
っ
た
時
だ
け
設
定
温
度
を
上
の
夏
場
だ
っ
た
の
で
体
験
的

た
っ
た
―
―
―
十
分
間
の
電
気
百
万
円
だ
っ
た
と
い
う
。
昇
さ
せ
た
り
、
必
要
に
応
じ
な
面
も
あ
り
、
警
報
値
は
あ

の
使
い
過
ぎ
で
最
大
需
要
電
導
入
を
推
進
し
た
取
締
役
て
事
務
所
や
倉
庫
な
ど
の
バ
る
程
度
控
え
め
に
設
定
し
て

力
が
上
昇
し
、
一
年
間
高
い
管
理
部
部
長
・
中
村
茂
氏
か
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
照
明
を
間
引
い
た
」
（
中
村
氏
）
と
い
う

電
気
料
金
を
支
払
う
こ
と
に
ら
、
営
業
担
当
者
へ

D
N
A

き
し
た
り
し
た
。
か
ら
、
各
店
舗
の
デ
マ
ン
ド

な
っ
て
し
ま
う
契
約
電
力
。
を
賞
賛
す
る
連
絡
が
寄
せ
ら
も
ち
ろ
ん
、
警
報
は
頻
繁
警
報
の
設
定
値
を
変
更
す
る

省
エ
ネ
意
識
の
向
上
は
世
間
れ
、
そ
の
後
も
日
本
テ
ク
ノ
で
は
な
い
の
で
、
従
業
員
の
価
値
は
あ
る
。

に
浸
透
し
て
い
る
が
、
「
契
営
業
地
域
内
の
所
在
店
舗
へ
負
担
は
わ
ず
か
だ
っ
た
」
と
導
入
一
一
年
目
の
夏
場
で
あ

約
電
力
を
低
く
保
つ
」
こ
と
の
導
入
は
順
調
に
進
み
、
計
言
う
か
ら
、
小
売
り
店
舗
で
る
今
夏
は
、

D
N
A
の
導
入

も
省
エ
ネ
に
含
ま
れ
る
こ
と
―
―
―
十
六
店
舗
に
導
入
。
中
村
も
一
時
的
に
温
度
を
上
げ
る
店
舗
の
さ
ら
な
る
拡
大
に
よ

を
認
識
す
る
こ
と
に
よ
り
、
氏
に
よ
る
と
、
「
従
来
通
常
だ
け
で
、
お
客
様
が
不
快
と
っ
て
、
電
気
料
金
削
減
金
額

電
気
料
金
は
さ
ら
に
削
減
す
時
は
店
舗
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
従
感
じ
る
こ
と
も
な
く
、
現
場
は
増
大
す
る
も
の
と
期
待
で

る
こ
と
が
可
能
に
な
る
。
っ
て
エ
ア
コ
ン
温
度
を
設
定
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
き
る
。

め
だ
ろ
う
。
全
国
で
進
ん
で

い
る
電
力
会
社
離
れ
を
見
て

も
、
こ
れ
ま
で
料
金
競
争
が

起
こ
ら
な
か
っ
た
日
本
の
電

配

し

気
料
金
が
割
高
で
あ
っ
た
こ
現
在
、
電
力
の
小
売
り
が

か
ら
の
電
力
供
給
を
取
り
や
と
が
う
か
が
え
る
。
わ
ず
か
自
由
化
さ
れ
て
い
る
の
は
、

電
力
の
市
場
取
引
導
入
め
、
新
規
事
業
者
の
エ
ネ
ッ
数
％
の
電
気
料
金
削
減
で
あ
今
年
四
月
に
実
施
さ
れ
た
高

に
よ
り
、
従
来
の
電
力
会
卜
に
契
約
を
切
り
替
え
た
こ
っ
て
も
、
年
間
に
す
れ
ば
多
圧
受
電
区
分
の
み
。
低
圧
受

社
か
ら
、
電
力
供
給
に
新
と
を
伝
え
て
い
る
。
エ
ネ
ッ
額
に
な
る
た
め
、
大
口
の
需
電
区
分
で
あ
る
家
庭
用
の
電

規
参
入
し
た
特
定
規
模
電
卜
は
東
京
ガ
ス
な
ど
が
出
資
要
家
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
自
気
の
小
売
り
自
由
化
実
施

気
事
業
者

(
p
p
s
)
へ
す
る

p
p
s
で
、
全
国
三
十
由
化
の
メ
リ
ッ
ト
は
高
い
と
は
、
二

0
0七
年
四
月
か
ら

契
約
を
切
り
替
え
る
需
要
一
一
箇
所
の
発
電
設
備
を
持
っ
言
え
る
。
「
ど
こ
を
選
ん
で
よ
う
や
く
導
入
の
検
封
を
開

家

が
増
え
て
い
る
。
東
京
て
い
る
。
も
一
緒
」
と
い
う
気
構
え
で
始
す
る
予
定
。

電

力

を

中

心

に

電

力

会

社

い

る

と

コ

ス

ト

面

で

損

を

し

家

庭

の

電

気

も

小

売

り

自

ば
甘
＂
且
＂
汀
鱈
彗
彗
汀

化

に

対

す

る

需

要

家

の

関

金

削

減

を

狙

え

る

大

き

な

チ

だ

数

年

後

だ

。

新

規

参

入

が

心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。
こ
の
よ
う
な
電
力
会
社
離
ャ
ン
ス
だ
。
今
後
さ
ら
に
広
す
で
に
実
現
し
て
い
る
通
信

二
0
0五
年
五
月
二
十
れ
の
動
き
が
見
て
取
れ
る
の
が
り
を
み
せ
る
電
力
自
由
化
業
界
や
宅
急
便
な
ど
の
よ
う

一
日
の
日
経
記
事
で
は
、
は
、
新
規
参
入
し
た
P
P
S

の
波
に
う
ま
く
乗
っ
て
い
け
に
、
価
格
・
サ
ー
ビ
ス
競
争

埼
玉
県
の
県
庁
舎
が
入
札
か
ら
電
力
購
入
を
し
た
方
が
る
か
ど
う
か
が
ポ
イ
ン
ト
と
が
活
発
に
な
る
か
が
楽
し
み

制

度

に

よ

っ

て

電

力

会

社

格

安

な

料

金

で

手

に

入

る

た

な

る

。

で

も

あ

る

。

日
本
テ
ク
ノ
と
燃
料
商
社
首
位
の
伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
は
、

E
S
シ
ス
テ
ム
D
N
A
販
売
、
関
津
粟
務
推
進
で
提
携
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
関
係
構
築
へ
の
第

一
歩
と
な
る
。

を
遠
隔
監
視
す
る
。

四
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
改

正
電
気
事
業
法
に
よ
り
、
六

千
ー
ニ
万
ボ
ル
ト
の
高
圧
電

カ
ユ
ー
ザ
ー
で
小
売
り
が
宦

由
化
さ
れ
る
。
し
か
し
、
東

京
電
力
や
関
西
電
力
な
ど
既

存
の
電
力
会
社
以
外
の
新
規

発
電
事
業
者
が
売
電
を
す
る

提
携
事
業
は
四
月
か
ら
提
案
、
販
売
す
る
。
さ
ら
に
、
に
は
、
電
力
会
社
か
ら
電
力

開
始
し
、
伊
藤
忠
エ
ネ
ク

D
N
A
が
計
測
し
た
電
力
使
の
需
要
と
供
給
の
「
か
い
離
」

ス
が

E

S
シ
ス
テ
ム
用
実
績
デ
ー
タ
を
元
に
ユ
ー
を
一
定
範
囲
に
抑
え
る
同
時

D
N
A
(
D
N
A
)
の
販
ザ
ー
の
電
力
使
用
形
態
を
検
同
呈
の
達
成
が
求
め
ら
れ
て

売
と
デ
ー
タ
分
析
を
、
日
証
し
て
、
電
力
の
最
適
化
や
い
る
。

本
テ
ク
ノ
が
商
品
供
給
と
適
正
利
用
の
維
持
を
ア
ド
バ
し
か
し
、
日
本
テ
ク
ノ
で

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
の
監
視
を
イ
ス
す
る
。
併
せ
て
、
電
力
は
D
N
A
を
利
用
し
て
ユ
ー

担

当

す

る

。

使

用

量
か
ら
二
酸
化
炭
素
排
ザ
ー
の
電
力
使
用
形
態
の
検

伊
藤
忠
エ
ネ
ク
ス
は
、
出
量
を
積
算
し
、
ユ
ー
ザ
ー
証
が
行
え
る
た
め
、
同
時
同

重
油
な
ど
石
油
関
連
製
品
に
提
供
し
て
い
く
。
量
の
達
成
要
素
と
な
る
需
要

を
販
売
す
る
受
電
規
模
五
日
本
テ
ク
ノ
は
キ
ュ
ー
ビ
変
動
予
測
に
活
用
で
き
る
と

十
ー
ニ
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
ク
ル
に
設
置
さ
れ
た
D
N
A
見
て
お
り
、
今
後
の
電
力
小

小
・
中
規
模
工
場
、
商
業
の
シ
ス
テ
ム
管
理
と
、
漏
電
‘
売
り
事
業
へ
の
参
入
に
向
け

施
設
の
約
―
―
一
千
四
百
ヵ
所
変
庄
器
温
度
、
全
停
電
、
瞬
て
社
内
で
の
業
務
基
盤
づ
く

に
対
し
て
D
N
A
導
入
を
時
電
圧
低
下
の
保
安
四
項
目
り
を
行
っ
て
い
く
方
釦
だ
。

暇鰤0のE圃畜勤位を実現冒
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2005年5月21日 日本経済新聞より

時
を
、
エ
ネ
ッ
ト
か
ら
約
一
札
を
実
施
し
た
。
入
札
に
は

億
八
千
二
百
十
万
円
で
購
入
東
京
電
力
と
エ
ネ
ッ
ト
が
参

す
る
。
東
京
電
力
の
従
来
の
加
し
た
。
エ
ネ
ッ
ト
は
エ
ヌ

県
庁
舎
電
カ
エ
ネ
ッ
ト
に

初

の

入

札

、

東

電

か

ら

変

更

料

金

体

系

か

ら

計

算

す

る

と

・

テ

ィ

・

テ

ィ

フ

ァ

シ

リ

テ

約
一
億
八
千
九
百
＿
―
-
十
万
円
ィ
ー
ズ
（
東
京
・
港
）
や
大

埼
玉
県
は
二
十
日
、
県
庁
る
と
発
表
し
た
。
県
が
直
接
・
八
％
）
の
電
気
料
金
を
減
に
な
る
。
阪
ガ
ス
も
出
資
す
る
新
規
の

舎
で
使
用
す
る
電
力
を
七
月
管
理
し
て
い
る
施
設
で
は
初
ら
せ
る
と
い
う
。
六
月
末
に
東
京
電
力
と
の
電
力
供
給
会
社
。
県
ぱ
「
基

以
降
の
一
年
間
、
東
京
ガ
ス
め
て
の
入
札
を
実
施
。
東
京
県
庁
舎
や
そ
の
敷
地
内
の
複
数
年
需
給
契
約
が
終
え
る
本
的
に
は
一
年
ご
と
に
入
札

な
ど
が
出
資
す
る
エ
ネ
ッ
ト
電
力
か
ら
切
り
替
え
る
。
年
施
設
で
一
年
間
に
使
用
す
る
た
め
、
—

1
0
00
年
に
始
ま
を
実
施
す
る
l

（
総
務
部
）

（
東
京
・
港
）
か
ら
調
達
す
間
約
七
百
二
十
万
円
（
約
三
電
力
約
千
二
百
四
十
万
キ
ロ

g
っ
た
電
力
自
由
化
に
伴
い
入
方
針
だ
。

【
ス
ポ
ッ
ト
市
場
】

【

p
p
s】

翌
日
に
供
給
す
る
鼈
気
を

（
特
定
規
模

電
気
事
業
者
）
扱
う
市
場
。
一
日
二
十
四
時

電
力
小
売
り
自
由
化
の
間
の
三
十
分
刻
み
で
四
十
八

開
始
に
伴
っ
て
、
電
気
供
商
品
が
提
供
さ
れ
る
。

給
元
に
新
規
参
入
し
た
事

業
者
。
電
気
需
要
家
に
対

し
て
電
力
を
販
売
す
る
。

【

E
S
C
J】

（
電
力
系
統

利
用
協
議
会
）

電
力
取
引
が
成
立
し
、

電
気
を
送
る
た
め
の
送
配
【
同
〖
時
同
畠
手
の

醤

を

利

用

す

る

際

、

電

達

成

】

力
会
社
が
新
規
事
業
者
の
電
気
は
貯
蔵
で
き
な
い
と

利
用
を
意
図
的
に
妨
害
し
い
う
特
性
か
ら
、
電
力
の
需

な
い
よ
う
に
監
視
を
行
う
要
量
と
供
給
量
を
一
致
さ
せ

中

立

機

関

。

る

必

要

が

あ

る

。

p
p
sは

同
時
刻
の
需
要
量
と
供
給
量

の
変
動
範
囲
を
―
―
-
％
以
内
に

抑
え
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。 【

先
渡
市
場
】

翌
日
以
降
一
年
先
ま
で
に

供
給
さ
れ
る
電
気
を
扱
う
市

場

自

由

轡
き
込
み
形
式
の

渇
示
板
で
情
報
交
換
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

【

J
E
p
x】

（
日
本
卸
電
力

取
引
所
）

【
デ
マ
ン
ド
値
】

従
来
の
電
力
会
社
や

p
p
sな
ど
の
電
力
供

給
側
が
電
力
を
売
っ
た
三
十
分
間
ず
つ
測
定
し
た

り
、
需
要
家
が
よ
り
低
中
の
最
大
需
要
電
力
値
。
電

価
格
な
電
力
を
求
め
て
力
購
入
を
す
る
た
め
に
は
、

売
買
取
引
す
る
現
物
取
ど
れ
だ
け
電
力
需
要
が
あ
る

引
の
場
。
ス
ポ
ッ
ト
市
の
か
調
べ
る
た
め
に
年
間
の

場
と
先
渡
市
場
の
二
種
デ
マ
ン
ド
デ
ー
タ
の
取
得
が

類

が

あ

る

。

望

ま

し

い

。

蕪
説

用
語

家
庭
用
は

未
定
状
態

低圧電力

キュービクル内
ディスチャージ（放電）時間監視装置

キュービクル内の機器やケーブルに経年劣化の進行

による異常が生じると、その部分で電気事故の予兆

現象である「放電」が発生します。HP@DNAは、これ

まで定期点検では発見しにくかったキュービクル

内の放電発生を24時間監視して検出することで、電気

事故の発生を未然に防ぐことを可能にします。

100~200V 

高圧電力
キュービクル

三

キュービクル内の機器が

経年劣化で絶緑低F
などを起こすと、その ►
部分で「放屯」が発生し

特有の遣磁波を出します。

キュービクルは高圧
電気をお客様が直接使
用する低圧電気に変換
して流している、いわば
電気の元栓ですここに
故障が起こると重大ば
事故につながりまオ:

?01Nt 

〇通報システム， 
ESシステムDNAの自動通報機能

により異指発生を監視センターに

通報し、点検・改善など的確な ↓ 

アドバイスを致します。
ESシ入テム
DNA ふ

キュービクル内

放電f

サ
↓
妙

HP@DNA本体 H本テク Jから、万全な保安対策0)ご提案です。
放電感知センサー

¥JOIN?"-

〇最轟3on円の見舞金

万一、お客様設備内で事故が発生した場合は、全停電

時に最高30万円の見舞金お支払いをはじめとした

HP@DNA電気設備保証サービスを提供させて頂きます。

※ESシステムDNAのみ設岡時よりも充実した保証内容です。

眠らない会社

日本テクノ株式会社
お気軽に汽料品求•お問い合わせください

函 0120-308-5.12
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済
産
業
、
環
境
両
省
の
検
討
た
る
原
因
と
は
言
い
切
れ
な

責
会
は
十
日
、
涅
入
原
因
い
」
と
し
て
お
り
、
絶
縁
油

に
つ
い
て
の
調
査
報
告

9
の
製
造
業
者
や
電
気
機
器
メ

公

表

し

た

。

ー

カ

ー

、

ユ

ー

ザ

ー

IUl
の
処

報
告
●
は
、

P
C
B
が
生
理
費
用
の
負
担
割
合
を
め
ぐ

産
中
止
と
な
っ
た
一
九
七
二
る
調
整
は
難
航
し
そ
う
だ
。

年
以
前
に
製
造
さ
れ
た
絶
縁

油
に
P
C
B
が
混
入
し
て
い

て
、
こ
れ
ら
の
使
用
済
み
絶

9屑
と
し
た
「
再
生

絶
縁
油
」
が
高
庄
変
圧
器
な

ど
に
使
わ
れ
た
た
め
、
汚
染

さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
し

た
。
さ
ら
に
①
再
生
絶
縁
油

が
生
産
中
止
と
な
っ
た
九
〇

年
ま
で
の
間
、
メ
ー
カ
ー
や

ユ
ー
ザ
ー
が
P
C
B混
入
を

憲
戴
せ
ず
に
再
生
絶
綴
油
を

人
体
に
有
害
と
し
て
製
造
使
用
し
続
け
た
②
絶
縁
油
の

が
簗
止
さ
れ
て
い
る
化
学
物
生
産
ラ
イ
ン
の
洗
浄
が
不
十

質
ポ
リ
塩
化
ピ
フ
ェ
ニ
ー
ル
分
だ
っ
た
ー
ー
な
ど
の
複
合

(
P
C
B
)
が
多
く
の
高
圧
要
因
に
よ
っ
て
汚
染
が
拡
大

変
圧
器
な
ど
の
電
気
機
器
に
し
た
可
能
性
を
指
摘
し
た
。

混
入
し
て
い
た
問
題
で
、
経
た
だ
「
ど
れ
か
―
つ
が
主

「

環

境

市

場

新

聞

」

発

刊

お

ま

す

。

＜

語

る

。

「

私

は

日

本

一

の

っ

て

い

る

。

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す

。

私

は

実

践

型

集

合

教

育

研

技

術

集

団

を

つ

く

る

」

「

私

そ

の

簡

単

な

見

極

め

は

、

C
S
R
（

企

業

の

社

会

的

修

、

講

演

、

社

員

教

育

研

究

は

日

本

一

の

売

上

を

上

げ

凡

事

を

徹

底

し

て

い

る

か

ど

責
任

）

、

企

業

が

広

く

消

裁

所

（

管

理

者

養

成

学

校

）

の

る

」

「

私

は

0
0ま
で
に
部
う
か
だ
。
そ
れ
は
、
「
何
で

者

や

社

会

全

体

に

貢

献

す

る

代

理

店

を

し

て

い

る

。

下

を

0
0人
育
成
す
る
l

こ
の
部
長
は
？
課
長
は
い
い

私

が

、

担

当

し

て

い

る

企

等

々

…

。

加

減

な

の

か

？

」

と

思

っ

て

業

は

ど

こ

も

元

気

が

良

い

。

派

遣

し

て

い

る

企

業

は

ど

い

た

ら

、

そ

の

会

社

の

ト

ッ

そ

の

元

気

の

良

い

代

表

的

な

こ

も

大

き

く

変

化

し

た

の

だ

プ

と

接

し

て

、

な

る

ほ

ど

と

て
～ま

っ

ー

所

淮

ぉ

企

業

が

日

本

テ

ク

ノ

だ

。

こ

ろ

う

か

？

大

き

く

変

化

し

た

思

う

こ

と

が

よ

く

あ

る

。

ト

と

讐

っ

れ

は

偏

に

馬

本

社

長

の

リ

ー

企

業

も

あ

れ

ば

‘

変

化

し

な

ッ

プ

が

い

い

加

減

だ

っ

た

。

か
っ
た
企
業
も
あ
る
。
「
そ
れ
が
企
業
の
社
風
に
な

た

育
虹
~
光
み
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
。
そ
れ

ぁ

9JUt尾
ぉ

は

管

理

者

に

対

す

る

教

育

訓

そ

の

違

い

は

ト

ッ

プ

の

訓

っ

た

」

と

い

う

こ

と

だ

。

に

業

[

長

が

練

盆

急

§

ピ

錬

届

虞

夏

且

歪

ピ

S
ぎ

の

時

代

ょ

物

IJ

長

な

も

管

理

者

の

潜

在

能

力

を

引

変

化

し

て

い

る

企

業

は

徹

底

の

元

気

企

業

し

か

生

き

残

れ

f
^止
き

出

し

て

や

り

た

い

。

元

気

的

に

訓

練

を

導

入

す

る

。

そ

な

い

時

代

で

も

あ

る

。

発

～

企

業

に

し

た

い

」

と

い

う

馬

し

て

、

導

入

後

の

フ

ォ

ロ

ー

本
社
長
の
思
い
の
強
さ
で
、
れ
ば
人
間
力
を
つ
く
る
訓
練
フ
ォ
ロ
ー
会
を
見
学
し
た
ら
を
重
視
し
て
い
る
。

考
え
方
か
ら
い
え
ば
、
時
流
社
員
教
育
研
究
所
（
管
理
者
だ
。
訓
練
か
ら
帰
社
後
、
毎
ど
う
だ
ろ
う
か
。
フ
ォ
ロ
ー
私
は
馬
本
社
長
か
ら
会
社

に
あ
っ
た
新
聞
が
誕
生
し
た
養
成
学
校
）
の
管
理
者
養
成
月
一
回
そ
の
訓
練
の
フ
ォ
ロ
会
は
、
大
い
に
参
考
に
な
る
を
大
き
く
変
化
さ
せ
た
経
営

と
い
え
ま
す
。
そ
れ
だ
け
に
基
礎
コ
ー
ス
（
俗
称
廿
地
獄
ー
会
（
報
告
会
も
含
め
て
）
だ
ろ
う
。
者
と
同
じ
思
想
、
価
値
観
を

．

新
聞
の
果
た
す
効
果
の
大
き
の
訓
練
）
に
管
理
者
の
派
遣
を
実
施
し
て
い
る
。
会
社
を
前
向
き
で
元
気
が
良
い
多
感
じ
る
。
私
は
つ
く
づ
く
企

さ
と
日
本
テ
ク
ノ
の
更
な
る
を
し
た
の
だ
。
元
気
企
業
に
し
た
い
と
思
っ
く
の
人
が
ド
ン
ド
ン
人
の
前
業
（
特
に
中
小
企
業
）
は
、

社
会
貢
献
の
大
き
さ
を
感
じ
そ
の
数
は
、
今
現
在
ま
で
て
い
る
経
営
者
は

一
度
そ
の
で
自
分
の
思
い
、
現
況
を
熱
ト
ッ
プ
次
第
で
決
ま
る
と
思

に
五
十
四
名
に

な
る
。
こ
れ
か

ら
も
、
来
年
も

派
遣
を
考
え
ら

れ
て
い
る
。

こ
の
訓
練
は

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

の
基
礎
を
身
に

、

つ
け
さ
せ
る
訓

練
。
い
い
換
え

電気機器へのPCB混入

複合要因で汚染拡大
経産・環境両省が報告書

▲使用禁止となった PCBが、多くの高圧変圧

器などに混入していた問題を、経済産業、環境

両省が調査し、原因の報告書を作成。様々な要

因により汚染が拡大しており、責任の所在判

断に難航、という内容の記事

2005年5月11日日本経済新聞より

左
記
は
―
10
0五
年
五
た
結
果
、
絶
縁
油
の
回
収

月
十

一
日
の
日
本
経
済
新
過
程
で
P
C
B
の
混
入
が

間
の
記
事
よ
り
。
起
こ
っ
た
。
再
生
絶
縁
油

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ー
の
生
産
が
中
止
と
な
る
九

ル

(
P
C
B
)
と
は
、
不

0
年
ま
で
の
間
に
、

P
C

燃
性
な
た
め
に
、
火
災
の

B
の
混
入
を
意
識
せ
ず
、

危
険
性
が
低
く
、
ま
た
鼈
再
生
し
て
い
た
。
し
か
も
、

気
を
通
さ
な
い
た
め
「
絶
再
生
絶
縁
油
の
回
収
ラ
イ

縁
油
」
と
し
て
軍
宝
さ
れ
、
ン
も
洗
浄
が
不
十
分
だ
っ

変
圧
器
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
た
め
、
汚
染
が
拡
大
し

る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
し
た
可
能
性
が
高
い
と
さ
れ

か
し
一
九
六
八
年
‘
九
州
て
い
る
。

を
中
心
に
奇
妙
な
皮
店
病
経
済
産
業
省
、
環
境
省

が
多
発
し
た
が
、
そ
れ
は
の
検
討
委
員
会
は
調
査
報

P
C
B
の
毒
性
に
よ
る
も
告
書
の
中
で
、
絶
緑
油
の

の
で
、
「
カ
ネ
ミ
油
症
事

製
造
業
者
や
電
気
機
器
メ

件
」
と
し
て
P
C
B
中
毒
ー
カ
ー
、
ユ
ー
ザ
ー
と
も

の
恐
ろ
し
さ
を
日
本
中
に
に
汚
染
へ
の
認
識
や
、
再

示
し
、
そ
の
後
、
七
＝
一
年
生
絶
縁
油
へ
の
管
理
体
制

に
P
C
B
の
新
た
な
製
造
が
不
十
分
だ
っ
た
こ
と
が

・
使
用
が
禁
止
さ
れ
た
。
原
因
で
、
複
合
的
な
要
因

と
こ
ろ
が
、
絶
縁
油
に
は
、
に
よ
り
汚
染
が
拡
大
し
た

「
再
生
絶
縁
油
」
と
い
う
と
の
公
表
を
し
た
。

種
類
が
あ
り
、

P
C
B
が

P
C
B
使
用
電
気
機
器

製
造
中
止
さ
れ
た
後
も
、
を
自
家
用
工
作
物
と
し
て

P
C
B
を
使
用
し
て
い
る
設
置
し
保
有
し
て
い
る
場

機
器
と
使
用
し
て
い
な
い
合
‘
咆
気
関
係
報
告
規
則

機
器
を
間
違
え
て
認
識
し
に
基
つ
く
ポ
リ
塩
化
ビ
フ

ェ
ニ
ー
ル
含
有
電
気
工
作
物

の
届
出
制
度
に
よ
り
、
保
管

状
況
等
に
つ
い
て
事
業
所
所

在
地
を
管
轄
す
る
産
業
保
安

監
督
部
長
へ
の
届
出
が
必
要

と
な
る
。

変わり行く地球環境
埴球温暖化による異霜気象 目

牛
社

i
-

近
年
、
猛
威
を
振
る
う
台
風
、
月
平
均
気
温
の
異
常
高
温
発
生
数
増
加
な
ど
、
異
常
気
象
が

頻
発
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
大
気
中
の
温
室
効
果
ガ
ス
（
二
酸
化
炭
素
、
等
）
の
増
大
に
よ
る

地
球
温
暖
化
の
影
響
に
よ
る
も
の
。
地
球
温
暖
化
抑
制
の
目
的
で
発
効
さ
れ
た
京
都
議
定
害
、

こ
の
中
で
各
国
に
二
酸
化
炭
素

(
C
O
2
)
の
削
減
が
数
値
と
し
て
義
務
づ
け
ら
れ
、
日
本
の

目
標
値
は
、

C
O
2
の
排
出
量
を
六
％
削
減
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
に
、
日
本
の
企
業
と
し

て
何
が
で
き
る
の
か
。

年
よ
り

一

―
•
五
度
高
い
も
大
き
な
変
化
を
強
い
る
。

0
八
年
か
ら
―
二年
の
間
に

状
態
が
十
ヵ
月
以
上
も
続
い
多
く
の
種
が
滅
亡
の
危
機
に
削
滅
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
、

た
こ
と
で
も
た
ら
さ
れ
た
も
立
た
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
日
本
に
お
け
る
削
減
目
標
は
、

の
と
考
え
ら
れ
る
。
百
年
後
現
任
、
す
で
に
頻
発
し
て
基
準
に
し
た
九
0
年
の
総
排

に
は
さ
ら
に
異
常
な
高
温
発
い
る
異
常
気
象
。
す
べ
て
が
出
磁
約
十
二
億
二
千
万
只
六

生
件
数
が
増
加
し
、
日
本
温
暖
化
の
せ
い
で
起
き
る
と
％
の
削
減
を
課
せ
ら
れ
た
。

（
沖
縄
を
除
く
）
で
は
真
夏
は
い
え
な
い
が
、

0
四
年
の
六
％
の
削
減
と
い
う
の
は
、

R
の
発
生
日
数
が
百
ー
百
―
―
夏
の
状
況
に
近
い
気
象
が
普
と
て
も
大
き
な
問
題
で
は
あ

十
日
に
達
し
、
熱
帯
夜
は
も
通
に
な
る
可
能
性
は
高
い
。
る
が
、
問
題
を
解
決
さ
せ
る

っ
と
増
え
、
熱
波
の
被
害
も
地
球
の
気
温
を

一
定
に
保
ア
ク
シ
ョ
ン
は
誰
に
で
も
で

予
想
さ
れ
る
。
温
暖
化
の
進
つ
働
き
を
し
て
い
る
温
室
効
き
る
こ
と
で
あ
り
、

一
人
ひ

行
で
日
本
を
は
さ
ん
だ
南
太
果
ガ
ス
の
適
正
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
が
実
践
す
れ
ば
、
必
ず

平
洋
高
気
圧
と
北
の
オ
ホ
ー
崩
し
、
気
温
が
上
昇
し
、
地
効
果
の
上
が
る
、
決
し
て
難

の
C
O
2
濃
度
が
加
速
度
的
ま
う
。
最
近
の
研
究
に
よ
る
ッ
ク
高
気
圧
の
勢
力
が
強
ま
球
上
の
自
然
や
生
物
に
様
々
し
い
問
題
で
は
な
い
の
だ
。

C
O
2
と
池
球
温
瞬
化
い
:
覧
冒
旦
い
い
〗
鱈
鱈
い
い
。
日
鱈
鱈
鱈
鰭
讀
汀
麟
鰐
：
：
臼
駅
汀
鱈

倍
以
上
に
な
る
と
予
想
さ
れ
さ
れ
て
し
ま
う
。
日
本
で

一
停
滞
し
や
す
く
な
る
。
こ
の
め
に

0
五
年
二
月
十
六
日
に

一
0
キ
ロ
叫
時
の
削
減
を
試
み

私
た
ち
の
生
活
は
、
こ
の
地
球
は
一
定
の
気
温
を
保
つ
る
。
こ
の
百
年
間
で
私
た
ち
訂
の
洵
面
上
昇
が
起
き
る
と
、
た
め
、
降
水
量
も
現
在
の
平
「
京
都
議
定
菌」

が
発
効
さ
れ
ば
‘

一
年
半
後
に
は
約
―――

百
年
足
ら
ず
で
、
と
て
も
豊
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
の
生
活
水
準
は
と
て
も
豊
か
平
均
満
潮
位
よ
り
低
い
上
地
均
に
比
べ
て
二
割

弱

ふ

え

、

れ

た

。

十

六

月

三

千

ト

ン
の
C
o
)
i
削

か
に
、
そ
し
て
便
利
で
快
適
と
り
わ
け
大
気
中
の
C
o
2

に
な
り
、
そ
れ
は
、
電
気
の
は
約
三
倍

に

増

え

、

安

全

を

高

温

多

湿

の

熱

帯

地

方

の

気

減

を

す

る

こ

と

が

可

能

で

あ

に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
仕
事
は
0
・0
1―
-
％
と
わ
ず
か
だ
利
用
に
よ
る
も
の
で
、
燃
料
確
保
す
る
た
め
に
堤
防
作
り
候
に
近
く
な
り
、
南
方
で
生

q
g戌
る

。

の
上
で
も
言
え
る
こ
と
で
、
が
、
地
球
の
平
均
気
温
を
十
を
燃
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
作
な
ど
に
十

一兆
円
も
の
対
策
活
す
る
動
植
物
が
生
息
範
囲

d
＂
~
対
刃
し
か
し
逆
を
い
え
ば
、
う

職
場
は
照
明
と
エ
ア
コ
ン
に
五
℃
程
度
に
保
つ
大
き
な
役
ら
れ
て
き
た
も
の
だ
。
し
か
蟄
用
が
必
要
と
な
る
。
さ
ん
を
北
に
広
げ
‘
マ
ラ
リ
ア
や
況
＂
＂
卒
元
っ
か
り
す
る
と

C
o
2
を
増

lo書
や
す
こ
と
も
た
や
す
く
で
き

務

よ
り
明
る
＜
快
適
な
空
間
と
割
を
演
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
し
、
便
利
で
快
適
な
馨
ら
し
ご
礁
、
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
の
林
デ
ン
グ
熱
な
ど
の
動
物
が
媒
羊
顆
〇

な
り
、
パ
ソ
コ
ン
で
の
作
業
が
今
、
そ
の
濃
度
が
適
正
水
に
な
る

一
方

で

私

た

ち

が

出

は

海

面

上

昇

で

死

滅

し

て

し

介

す

る

伝

染

病

が

増

え

る

こ

て

し

ま

う

。

オ

フ

ィ

ス

で

の

は
効
率
よ
く
業
務
を
行
う
こ
準
以
上
に
高
く
な
っ
て
し
ま
す
C
o
2
は
、
十
二
倍
以
上
ま
う
可
能
性
が
高
く
C
O
2

と
が
心
配
さ
れ
る
。
こ
の
気
の

6
定

c
o
2
の
削
減
で
は
、
ど
う

し

て
も
電
力
を
監
視
し
、
抑

義
2_-＝-n 

と
を
可
能
に
し
て
い
る
。
こ
い
、
放
出
す
べ
き
熱
が
宇
宙
に
増
加
、
地
球
の
平
均
気
温
の
増
加
に
拍
車
を
か
け
る
。
候
に
よ
り
、
台
風
や
サ
イ
ク

4̂
,

れ
は
全
て
、
電
気
エ
ネ
ル
ギ
に
出
る
の
を
邪
魔
し
て
、
大
は
0
•

六
℃
上
昇
し
て
し
ま
ロ
ン
な
ど
の
熱
帯
性
低
気
圧
口
＂
）
部
呼

一制
す
る
機
能
が
必
要
と
な
る
。

ー
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
気
の
中
に
閉
じ
込
め
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
気
温
差
は
小
さ
真
夏
口
が
多
く
な
り
が
猛
威
を
ふ
る
い
、
集
中
豪
そ
こ
で
、
「

E
S
シ
ス
テ
ム
D

て
支
え
ら
れ
て
い
る
暮
ら
し
う
働
き
し
て
、
地
球
の
気
温
い
数
字
に
見
え
る
が
、
こ
の
熱
粛
の
気
餃
に
近
づ
く
雨
や
洪
水
な
ど
自
然
災
害
も

rし）
1~

I 

N
A
」
の
デ
マ
ン
ド
機
能
を

ぢ

を

上

げ

て

い

る

。

そ

れ

が

、

ま

ま

C
o
2
を
大
量
に

排

出

深

刻

さ

を

増

し

、

雨

の

降

る

一お
勧
め
し
た
い
。
こ
の
機
能

そ
し
て
、
こ
の
百
年
間
で
地
球
温
暖
化
と
し
て
問
題
に
す
る
と
、
今
後
百
年
間
で
地
そ
し
て
、
気
温
が
高
く
な
パ
タ
ー
ン
が
変
化
し
て
、
牒
「
京
都
議
定
書

」
と
は
地
球
―は
屯
力
の
使
用
量
に
目
標
を

＿決
め
、
そ
の
目
標
を
超
え
た

人
間
が
出
す
二
酸
化
炭
素
な
っ
て
い
る
。
球
の
気
温
は

一
•
四
ー
五
・
る
こ
と
で
、
海
洋
温
度
も
高

業
も
気
候
変
動
の
影
御
を
直
温
暖
化
を
防
止
す
る
た
め
の

(
C
O
2
)
の

呈

は

十

二

倍

＼

C
も
上
昇
す
る
と
予
測
さ
く
な
り
、
そ
の
影
響
で
気
候
接
的
に
受
け
る
。
特
に
穀
物
国
際
条
約
で
、

一
九
九
七
年

一と
き
醤
報
を
鳴
ら
し
伝
え
る

以
上
に
増
加
し
た
。
こ
の
C

こ

の

百

年

で

人

皿

が

い

L
い
る
。
屡
で
五
・
八
も
変
わ
っ
て
し
ま
う
。

二
0
生
産
へ
の
影
響
は
深
刻
で
、
十
二
月
、
京
都
で
開
催
さ
れ

ー機
能
で
あ
る
。

0
丘
、
人
間
の
豊
か
な
生
出
す

C
o
2
1
2
倍
℃
に
上
昇
し
た
地
球
は
ど
う

0
四
年
は
記
録
的
な
猛
暑
と
平
均
気
温
が
ニ
・
五
℃
上
昇
た
「
地
球
温
暖
化
防
止
京
都
こ
れ
に
よ
っ
て
、
さ
ら
な

活

を

支

え

る

電

気

エ

ネ

ル

ギ

な

る

の

だ

ろ

う

か

。

台

風

の

ラ

ッ

シ

ュ

に

見

舞

わ

す

る

と

、

食

料

の

需

要

に

供

会

議

(
C
o
p
3
)
」
で
、
る
超
過
電
力
の
削
減
も
で
き
、

ー
の
代
債
で
あ
り
、
地
球
温
な
か
で
も
、

C
O
2
増
加
れ
た
。
こ
の
異
常
気
象
は
太
給
が
追
い
つ
か
な
く
な
り
、
先
進
国
か
ら
排
出
さ
れ
る
温
日
本
の
企
業
と
し
て
、
確
実

暖
化
の
原
因
で
も
あ
る
。
が
も
っ
と
も
大
き
な
問
題
だ
。
珈
8
皿

L
3ハ
に
よ
り
平
洋
中
央
部
と
い
わ
れ
て
い
世
界
的
規
模
で
の
食
福
危
機
室
効
果
ガ
ス
の
具
体
的
な
削
で
大
き
な

C
O
2
の
削
滅
効

醤
温
暖
化
と
は
何
か
。

e
gは
、
エ
ア
コ
ン
や
パ
砂
浜
が
泊
え
る
る
赤
追
と
日
付
変
更
線
付
近
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。
急
激
滅
値
目
標
や
そ
の
達
成
方
法
果
へ
の
取
り
組
み
が
可
能
と

地
球
は
太
陽
の
熱
で
温
め
ら
ソ
コ
ン
な
ど
を
使
用
す
る
こ
の
海
洋
の
、
海
面
温
度
が
平
な
気
候
の
変
化
は
生
態
系
に
な
ど
を
定
め
た
も
の
だ
。
な
る
。

れ
て
い
る
。
太
陽
の
熱
を
吸
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
わ
け
気
温
が
上
が
る
と
、
海
水

収
し
続
け
て
し
ま
う
星
な
ら
で
は
な
い
。
電
気
を
つ
く
る
の
体
積
が
膨
張
し
、
海
面
は

ば
、
生
命
が
住
め
な
い
よ
う
と
き
に
火
力
発
霊
所
な
ど
で
、
九
ー
八
十
八
袴
討
上
昇
す
る

な
熱
い
星
に
な
っ
て
し
ま
う
。
石
油
や
ガ
ス
、
ガ
ソ
リ
ン
な
こ
と
が
予
測
さ
れ
、
南
極
の

そ
れ
な
の
に
、
な
ぜ
生
命
が
ど
の
化
石
燃
料
を
燃
や
す
こ
氷
床
が
溶
け
出
す
と
三
屈
上

存
在
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
で
、

C
O
2
が
発
生
し
て
昇
す
る
と
い
う
予
測
も
あ
る
。

は
大
気
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
い
る
。
電
気
の
使
用
量
が
多
周
囲
を
海
で
囲
ま
れ
た
島
国

て
、
余
分
な
熱
を
宇
宙
に
放
く
な
る
ほ
ど
、

C
O
2
の
排
日
本
、
昔
か
ら
日
本
の
社
会

出
し
、
「
温
室
効
果
ガ
ス
」
出
量
が
増
え
て
き
て
お
り
、
・
経
済
・
文
化
は
海
岸
と
深

と
呼
ば
れ
る

C
O
2
や
メ
タ
産
業
革
命
以
降
、
燃
料
を
大
い
つ
な
が
り
が
あ
り
、
海
岸

ン
、
フ
ロ
ン
な
ど
が
あ
る
こ

量
に
消
費
す
る
よ
う
に
な
り
、
線
の
う
ち
―

-
0％
は
砂
浜
で

と
に
よ
っ
て
必
要
以
上
に
熱
大
量
の
C
o
2
を
排
出
し
続
あ
る
が
、
そ
の
砂
浜
は
温
暖

が
逃
げ
出
す
の
を
防
い
で
、
け
た
。
そ
の
結
果
、
大
気
中
化
の
影
響
で
侵
食
さ
れ
て
し
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讐也旱胃孟
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戻
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軍
気
料
金
を
決
め
る
9
.

当
た
り
前
の
よ
う
に
支
払
っ
て
い
る
電
気
料
金
。
こ
の
料
金
は
、
そ
の
月
に
使
用

し
た
電
力
量
だ
け
を
基
に
出
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
う
っ
か
り
使
い
過
ぎ
て
し

ま
っ
た
数
分
間
の
電
力
鼠
に
よ
り
、

一
年
間
損
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
の
だ
。

そ

の

後

1
年
問
の

海面上昇・

月
自
由
麟

異常気象
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ESシステムDNAのデマンド監視機能とは、
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今、 地球は異常気象が相次いで起きています。

それは地球温暖化の影響とも言われ、

皆さんが考えているより深刻な問題となっています。

けれども、 この問題に対してあなたができる事はたくさんあるのです。
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